
第１問 

問１ 

ア 塩基配列 イ αヘリックス構造 ウ 活性化エネルギー エ 必須アミノ酸 

 

問２ 

（ 1 ) 

 

 
水素結合 

   

（ 2 ) 

 

 

 

 

問３ 

 すべての酵素が基質と結合した状態 

 

問４ 

（ 1 ) 

 

 名称 
          フィードバック阻害 
 

   

  役割 

一連のアミノ酸Ｂ産生経路の初期に作用する酵素Ｘの活性部位以外の
アロステリック部分にアミノ酸Ｂが結合することにより酵素反応を阻
害し，最終産物であるアミノ酸Ｂの産生量を一定に保つ。 

 

（ 2 ) 

 

 
アロステリック部位の立体構造が変化してアミノ酸 B と結合できなくなった。 

   

  アロステリック部位にアミノ酸 Bが結合しても酵素の活性部位が変化しないま
まであった。 
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第２問 

 

問１ 

 

 

 

問２ 

 

 

問３ 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

問４ 

 

 

 

問５ 
 
 

 

 

 

 

 
 

問６ 

 

 
 

問７ 
 
 

 

 

 

 

 

 

複 製 a  転 写 d  翻 訳 f 

b  f 

（ 1 ) 

 

RNA-    RNA＋    タンパク質 

（ 2 ) 

 

元のプラス鎖 RNA を鋳型として，それと対になるマイナス鎖 RNA を合成する。
さらに，生成されたマイナス鎖 RNA を鋳型にして，新しいプラス鎖 RNA を多数
合成する酵素。 
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第３問 

問１ 

ア 受容器 イ 中枢 ウ 視細胞 

エ 大脳 オ 効果器  

 

問２ 

  名称 

               ナトリウムポンプ 
 

   

  特徴 

イオンチャネルは濃度勾配に従ってイオンの受動輸送を行うが，ナトリウムポン
プは ATP のエネルギーを使い濃度勾配に逆らってカリウムイオンを細胞内
に，ナトリウムイオンを細胞外に能動輸送する。 

 

問３ 

（ 1 ) 

 

 

ナトリウムイオンは細胞外に多く，カリウムイオンは細胞内に多く分布している
ため濃度勾配が生じている。細胞内のカリウムイオンは一部のカリウムチャネ
ルを通って細胞外に漏れ出しているため。 

   

（ 2 ) 

 

 
① 

 

問４ 

（ 1 ) 

 

 
 膜電位の上昇が低下する。 

   

（ 2 )  
 膜電位は上昇したのち，再分極が遅れる。 

   

（ 3 )  
 膜電位は上昇したままになる。 

 

問５ 

  
①  ④ 

 



第４問 

問１ 

ア アンモニウムイオン イ 硝化菌 ウ 窒素同化 エ 脱窒 

 

問２ 

アゾトバクター クロストリジウム 

 

問３ 

 名称 
             富栄養化 

 

  

 海域では海面が赤褐色になる赤潮が生じる。 

 

 淡水域では水面が青緑色になる水の華（アオコ）が生じる。 

 

問４ 

 化学合成された窒素肥料の使用を少なくする。 

 

 河川や海に流れ込む排水の中に窒素分を取り除き，濃度を下げる。 

 

 


	2026 岡山大　生物　第１問
	2026 岡山大　生物　第２問
	2026 岡山大　生物　第３問
	2026 岡山大　生物　第４問

